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   （百万円未満切捨て）

１.平成23年３月期第１四半期の連結業績 (平成22年４月１日～平成22年６月30日) 

（１）連結経営成績（累計）                                          （％表示は対前年同四半期増減率） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四 半 期 純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 26,873 2.7 685 100.4 689 102.9 289 84.6

22年３月期第１四半期 26,158 39.0 342 79.8 339 76.8 156 114.4
 

 １株当たり四半期純利益 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益    

 円 銭 円 銭  

23年３月期第１四半期 29.38 －    

22年３月期第１四半期 15.92 －    

      

（２）連結財政状態 

 
総 資 産 純 資 産 自 己 資 本 比 率 １株当たり純資産

 百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期 33,748 15,824 46.9 1,604.68 

22年３月期 33,044 15,750 47.7 1,597.17 

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 15,824百万円 22年３月期 15,750百万円 

２.配当の状況  

年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 － － － 21.00 21.00 

23年３月期 －     

23年３月期(予想)  － － 17.00 17.00 

（注）当四半期における配当予想の修正の有無 有・無 
     

３.平成23年３月期の連結業績予想 (平成22年４月１日～平成23年３月31日) 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 
当 期 純 利 益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 55,000 2.2 1,060 58.8 1,060 51.0 580 89.0 58.81 

通期 110,000 2.3 2,220 25.0 2,270 23.0 1,020 50.9 103.43 

（注）当四半期における業績予想の修正の有無 ： 有・無 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       



  

４.その他（詳細は、【添付資料】Ｐ3「２．その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動：有・無 

  新規  －社（社名         ）    除外  －社（社名         ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有・無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

  ① 会計基準等の改正に伴う変更：有・無 

  ② ①以外の変更          ： 有・無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・

手続、表示方法等の変更の有無となります。 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 
期末発行済株式数 

（自己株式を含む）  
23 年３月期 1Ｑ 9,861,700 株 22 年３月期 9,861,700 株

② 期末自己株式数 23 年３月期 1Ｑ 234 株 22 年３月期 189 株

③ 
期中平均株式数 

（四半期累計）   
23 年３月期 1Ｑ 9,861,496 株 22 年３月期１Ｑ 9,861,531 株

 ※四半期レビュー手続の実施状況に関する説明 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四

半期財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

 ※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報及び合理的であると判断する一定の

前提に基づいており、実際の業績等は今後の様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記業績予想に関する事項

は、３ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期のわが国の経済は、一部に景気持ち直しの兆しが見られるものの、円高への

警戒感、ＥＵ加盟国の財政問題も加わり、本格的景気の回復とは言い難い状況で、個人消費

も低調に推移いたしました。 

このような状況の下、当社はおかげさまで、会社設立 40 周年を迎え、店舗のサービスレベル

の向上、品揃えと販売力強化に全力で取り組みました。 

前期実施した 35 店舗の改装効果で、既存店売上高が好調に推移し、商品構成の見直しによる

売上総利益の向上と、物流改革によるコスト削減を図りました。 

さらに、既存店の活性化を図るために、グループの６店舗を改装しました。やまや関西株式会

社の枚方公園店、箕面外院店（大阪府）、福岡長浜店、福岡志免店（福岡県）の４店舗を専門店

の「やまや」に業態変更しました。   

新店の開設は、やまやフォリオ安堀店（群馬県）を開店しました。その結果、当社グループの

総店舗数は、255 店舗となりました。 

４月１日、やまや商流株式会社は、業務の効率的運営を図るため、やまやロジスティクス株式

会社を吸収合併しました。 

 その結果、当第１四半期の連結業績は、売上高が 268 億 73 百万円（前年同期比 102.7％）、

営業利益は６億85百万円（前年同期比200.4％）、経常利益は６億89百万円（前年同期比202.9％）

となりました。なお、「資産除去債務に関する会計基準」を適用したことにより、特別損失を１

億 74 百万円計上しましたが、四半期純利益は２億 89 百万円（前年同期比 184.6％）と増収増益

となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

総資産は、前連結会計年度末と比べて７億４百万円（2.1％）増加し、337億48百万円とな

りました。 

流動資産は、現金及び預金が３億80百万円及び売掛金が１億90百万円増加したことなどに

より、前連結会計年度末と比べて４億24百万円（2.8％）増加し、153億81百万円となりまし

た。 

固定資産は、建物及び構築物などの有形固定資産が２億33百万円増加したことなどにより、

前連結会計年度末と比べて２億79百万円（1.5％）増加し、183億67百万円となりました。 

総負債は、前連結会計年度末と比べて６億30百万円（3.6％）増加し、179億24百万円とな

りました。 

流動負債は、買掛金で10億７百万円増加し、未払法人税・未払消費税が５億26百万円減少

したことなどにより、前連結会計年度末と比べて２億95百万円（2.1％）増加し、144億15百

万円となりました。 

固定負債は、長期借入金が１億48百万円減少しましたが、「資産除去債務に関する会計基準」

の適用により４億71百万円計上したことなどにより、前連結会計年度末と比べて３億34百万

円（10.5％）増加し、35億８百万円となりました。 
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純資産は、前連結会計年度末と比べて74百万円（0.5％）増加し、158億24百万円となりま

した。この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の47.7％から46.9％となりました。 

 

（連結キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連

結会計年度と比べて３億80百万円増加し、28億82百万円となりました。 

営業活動で得られた資金は、前年同四半期と比べて１億87百万円（21.4％）増加し、10億

64百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が５億８百万円、減価償却

費が３億12百万円及び仕入債務が10億７百万円増加したことにより資金が増加し、一方で法

人税等の支払額５億49百万円により資金が減少したことによるものであります。 

投資活動に使用した資金は、前年同四半期と比べて９億47百万円（△79.6％）減少し、２

億42百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得に２億49百万円を支出したこと

によるものであります。 

財務活動で使用した資金は、前年同四半期と比べて５億29百万円減少し、４億39百万円と

なりました。これは主に、長期借入金の返済に２億32百万円と配当金の支払に２億７百万円

を支出したことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  第 1四半期の実績および最近の業況を勘案して、第２四半期累計期間についても既存店の売

上が引続き好調に推移する見込であること、および効率化によるコストダウンが当初見込みよ

り進捗していること、などから第２四半期連結累計期間の業績予想ならびに通期の連結業績予

想を修正いたします。 

  業績予想につきましては本日、「業績予想の修正に関するお知らせ」を公表しておりますの

で、ご参照ください。 

 

２．その他の情報 

（１）重要な子会社の異動の概要 

連結子会社のやまや商流株式会社は、平成22年４月１日に連結子会社のやまやロジスティ

クス株式会社を吸収合併いたしました。 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境等、か

つ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

② 特有の会計処理 

該当ありません。 
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（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱

い」の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平

成20年３月10日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実

務対応報告第24号 平成20年３月10日）を適用しております。この変更が損益に与える影

響はありません。 

② 資産除去債務に関する会計基準の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18

号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準

適用指針第21号 平成20年３月31日）」を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益は９百万円、税金等調整前四半期純利益は184百万

円それぞれ減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動

額は471百万円であります。 

③ 企業結合に関する会計基準等の適用 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 

平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12

月26日公表分）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平

成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26

日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 

平成20年12月26日）」を適用しております。この変更が損益に与える影響はありません。 

④ 表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

（Ⅰ）「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基

づく「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府

令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第１四半期連結累計期間

では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

（Ⅱ）前第１四半期連結累計期間において区分掲記しておりました「不動産賃貸料」は、

不動産賃貸収入以外の賃貸収入も含め、「受取賃貸料」に変更しております。 

なお、当第１四半期連結累計期間の「不動産賃貸料」は、８百万円であります。 

（Ⅲ）前第１四半期連結累計期間まで営業外費用の「その他」に含めて表示しておりまし

た「賃貸収入原価」は、営業外費用の100分の20を超えたため区分掲記しました。 

なお、前第１四半期連結累計期間における「賃貸収入原価」の金額は７百万円であ

ります。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,882 2,501

売掛金 1,149 958

商品及び製品 9,496 9,515

仕掛品 75 72

原材料及び貯蔵品 14 15

前払費用 322 339

繰延税金資産 166 330

その他 1,273 1,222

流動資産合計 15,381 14,956

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 15,528 14,961

減価償却累計額 △8,429 △8,124

建物及び構築物（純額） 7,098 6,836

機械装置及び運搬具 2,465 2,437

減価償却累計額 △1,622 △1,569

機械装置及び運搬具（純額） 842 868

工具、器具及び備品 3,985 3,927

減価償却累計額 △3,110 △3,039

工具、器具及び備品（純額） 875 887

土地 5,018 5,018

建設仮勘定 54 45

有形固定資産合計 13,889 13,656

無形固定資産   

ソフトウエア 46 50

電話加入権 20 20

施設利用権 2 2

のれん 155 169

その他 2 2

無形固定資産合計 227 245

投資その他の資産   

投資有価証券 197 212

関係会社株式 257 263

出資金 2 2

破産更生債権等 36 36

長期前払費用 91 92

差入保証金 3,299 3,307

繰延税金資産 400 306

その他 35 35

貸倒引当金 △70 △70

投資その他の資産合計 4,250 4,185

固定資産合計 18,367 18,087

資産合計 33,748 33,044
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 8,428 7,420

短期借入金 3,500 3,500

1年内返済予定の長期借入金 792 875

未払金 635 604

未払費用 335 316

未払法人税等 163 614

未払消費税等 133 209

預り金 124 27

賞与引当金 200 445

その他 102 104

流動負債合計 14,415 14,120

固定負債   

長期借入金 1,659 1,808

退職給付引当金 656 633

役員退職慰労引当金 417 414

資産除去債務 471 －

負ののれん 220 235

その他 83 82

固定負債合計 3,508 3,173

負債合計 17,924 17,293

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,247 3,247

資本剰余金 6,055 6,055

利益剰余金 6,510 6,427

自己株式 △0 △0

株主資本合計 15,813 15,730

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 11 20

評価・換算差額等合計 11 20

純資産合計 15,824 15,750

負債純資産合計 33,748 33,044
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 26,158 26,873

売上原価 22,314 22,595

売上総利益 3,844 4,278

販売費及び一般管理費 3,502 3,592

営業利益 342 685

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 3 3

受取賃貸料 － 14

不動産賃貸料 5 －

受取手数料 8 8

業務受託手数料 7 3

負ののれん償却額 10 14

その他 20 9

営業外収益合計 57 55

営業外費用   

支払利息 16 8

店舗改装費用 3 21

店舗閉鎖損失 14 －

賃貸収入原価 － 10

持分法による投資損失 7 5

その他 17 5

営業外費用合計 60 51

経常利益 339 689

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 174

固定資産除却損 － 5

特別損失合計 － 180

税金等調整前四半期純利益 339 508

法人税、住民税及び事業税 59 141

法人税等調整額 123 77

法人税等合計 182 218

少数株主損益調整前四半期純利益 － 289

四半期純利益 156 289

（株）やまや（9994）平成23年3月期　第1四半期決算短信

-7-



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 339 508

減価償却費 306 312

長期前払費用償却額 6 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 174

固定資産除売却損益（△は益） － 5

のれん償却額 14 14

負ののれん償却額 △10 △14

持分法による投資損益（△は益） 7 5

支払利息 16 8

受取利息及び受取配当金 △5 △5

賞与引当金の増減額（△は減少） △159 △245

退職給付引当金の増減額（△は減少） 17 22

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3 3

未収入金の増減額（△は増加） △32 △24

売上債権の増減額（△は増加） △59 △190

たな卸資産の増減額（△は増加） △746 16

仕入債務の増減額（△は減少） 1,633 1,007

その他 40 14

小計 1,372 1,618

利息及び配当金の受取額 3 3

利息の支払額 △15 △8

法人税等の支払額 △483 △549

営業活動によるキャッシュ・フロー 876 1,064

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △0 －

有形固定資産の取得による支出 △284 △249

有形固定資産の売却による収入 0 －

長期前払費用の取得による支出 － △2

事業譲受による支出 △920 －

差入保証金の差入による支出 △55 △53

差入保証金の回収による収入 70 63

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,189 △242

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 600 －

長期借入金の返済による支出 △352 △232

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △157 △207

財務活動によるキャッシュ・フロー 90 △439

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △222 380

現金及び現金同等物の期首残高 3,366 2,501

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,144 2,882
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（４）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

当連結グループは同一セグメントに属する酒類等販売事業を行っており、当該事業以外に事業

の種類がないため該当事項はありません。 

 

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高がないため、該当事項はありません。 

 

〔セグメント情報〕 

当連結グループは、酒類等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準

第17号 平成21年３月27日公表分）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

 

（７）その他の注記事項 

（重要な後発事象） 

当社及び一部の連結子会社は、確定拠出年金法の施行に伴い、平成22年７月１日に退職一時

金制度の一部について確定拠出年金制度へ移行いたしました。この移行に伴う会計処理につい

ては、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計処理基準適用指針第１号）を適

用する予定であります。 

本移行に伴う終了損益として、翌四半期連結会計期間に１億88百万円の特別利益を計上する

見込みであります。 
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